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研究成果の概要（英文）：The traditional approach for organizational justice has focused on rational and co
nscious decision making process among human beings. In addition to this approach, the present study argued
 the intuitive and or unconscious as well as traditional approach mentioned above. Several studies suggest
ed that insight into intuitive process might contribute to understand fairness and unfairness. Future rese












(Colquitt, Conlon, Wesson, Porter, & Ng, 
2001)。この動機づけプロセスを説明する理
論として、つぎの 3 つがよく知られている。 
第 1 は、道具モデルと呼ばれる。これは経
済合理性 (Sullivan, 1989)を強調した考え方
















第 3 は、関係性モデルと呼ばれる（Lind, 



































する。これが第 2 の研究目的である。 
 
３．研究の方法 




































回答者の性別は女性が 121 名、男性が 2 名
である。職能資格は、正看護師が 108 名、准
看護師が 15 名である。平均年齢は 39.64 歳
で、標準偏差は、9.89 である。看護職経験年




仮説 2 は棄却された。 
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